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東南 アジア ・オセアニアにおける諸民族文化のデータベ ースの作成 と分析

交 通 ・運 搬 1600

富 沢 寿 勇*

1. 頭上運搬 ・頭部支持背負い運搬 ・天秤棒

  ・肩掛け運搬具

2.焼 畑耕作(1312)と の関連

3。 家屋,服 飾,身 体変工 との関連

4. 頭上運搬 と天秤棒の地理的分布

5.木 健,輿,牛 車,つ り橋

 本 項 に お い て対 象 と され て い る文 化 項 目は,頭 上 運 搬(1601),頭 部支 持 背 負 い 運 搬

(1602),天 秤 棒(1603),肩 掛 け運搬 具(1604),木 櫨(し ゅ ら)(1605),輿(人 間 を

運 ぶ た め)(1606),牛 車(1607),つ り橋(1608)の8項 目で あ る。各 項 目の 存在 が 確

認 され る民 族 数 は,頭 上運 搬 が48,頭 部 支 持 背 負 い運 搬 が62,天 秤棒 が39,肩 掛 け 運

搬 が50,木 構 が6,輿 が17,牛 車 が25,つ り橋 は19で あ る。 本 論 に お いて は,比 較 的

サ ンプル 数 の 多 い 頭 上 運搬,頭 部 支持 背 負 い,天 秤 棒,肩 掛 け運 搬 に と くに 焦 点 を 絞

つて,各 項 目の 地 理 的 分布 と,こ れ らに 関連 す る と思 われ る他 の 文化 項 目 との相 関 性

に つ いて 吟 味 した い 。

ユ.頭 上運搬 ・頭部支持背負 い運搬 ・天秤棒 ・肩掛 け運搬具

 先回の中間報告において,福 川は天秤かつぎ(1603)と 頭上運搬(1601)と の相関

関係の強いこと,い ずれも平地に出現する頻度が高いこと,そ して,こ れらの運搬法

が水平や平衡を保つ必要性をもっていることか ら,こ れらを平地型とし,一 方,山 坂

道における運搬や焼畑耕作により適 していると思われる頭上支持背負い(1602)と 肩

掛け運鍛(1604)を 山地型として,そ れぞれ分類 している[福 川 1985:45]。 頭上運

搬と天秤棒が身体の水平移動を機軸 としておこなわれるのにたいし,頭 部支持背負い

や肩掛けは,垂 直移動に有効ということは確かにいえるだろう。問題なのは,水 平移

動型同士,垂 直移動型同士,水 平移動型と垂直移動型同士の関係が,ど のような相関

をなしているのかということである。

*静 岡県立大学国際関係学部
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 ま ず天 秤 棒 を も ちい る39民 族 の うちの22民 族(56 ｰo)が 頭 上 運搬 を,逆 に,頭 上 運

搬 を お こな う48民 族 中,22民 族(4& ｰo)が 天秤 棒 に よ る運 搬 を お こ な って い る。 と こ

ろが 後者48民 族 の う ちの お な じ比 率(22民 族)が 肩 掛 け運 搬 も併 用 して い る。 この 意

味 で,頭 上 運 搬 は 天 秤棒 と も,肩 掛 け運搬 と も,同 じ相 関 度 を示 して い る。一 方,肩

掛 け運 搬 を お こな う50民 族 の うちの21民 族(42 ｰo)が 頭 部 支持 背 負 いを 併 用 し,ま た

頭 部 支 持 背 負 い を お こな う62民 族 の う ちの21民 族(34 00)が 肩掛 けを 併 用 して い る。

した が つて,天 秤 棒 と頭 上 運 鍛 の 相 関 度 と比 較 す る と,頭 部支 持背 負 い と肩 掛 け との

相 関度 はや や 低 い とい え る。

 と ころで 頭 上運 搬 を お こな う48民 族 中,18民 族(38 ｰo)は 頭部 支 持 背 負 い もお こな

って お り,こ れ は頭 部 支 持 背 負 いを 行 な う62民 族 の全 体 の29 ｰoに あ た る。 こ の点 で,

頭 上 運 搬 と頭部 支 持 背 負 い は,か な ず し も相 互 に排 他 的 な 文化 項 目で は な く,民 族 に

よ って は 相互 補 完 的 な 関係 を示 して い る と解 釈 す るの が 妥 当 で あ ろ う。 ま た,肩 掛 け

を お こな う50民 族 中,22民 族(44 ｰo)が 頭 上 運 搬 もお こな って い るので,こ の 両文 化

項 目の 併存 の頻 度 も,か な り高 い とい え る。

2.焼 畑 耕 作(1312)と の 関連

 つ ぎに,上 記4種 の 運 搬 法 と山地 に多 い 焼畑 耕 作 と の 関係 を見 る と,本 研 究 に お い

て も,頭 部 支 持 背 負 い を お こな う62民 族 の う ちの53民 族(85 ｰo)が 焼 畑 耕 作 を お こな

って お り,最 も強 い相 関 を 示 して い る。 また,肩 掛 け運 搬 具 を もつ50民 族 中,40民 族

(BO%)が 焼 畑 を お こな って い る。 しか し一 方 で,水 平 移 動 型 の 頭上 運 搬 を お こな う

48民 族 中 の40民 族(: '.)も 焼 畑 を行 な って い る し,ま た天 秤 棒 を もつ39民 族 中の26

民 族(67 ｰo)に も焼畑 が 見 られ るこ とに 注 目 しな くて はな らな い 。 この 事 実 を考 慮 す

る と,水 平 移 動 型 の 頭 上 運 搬 ・天 秤 棒 と焼 畑耕 作 と は,か な らず し も相 互排 他 的 な文

化 項 目の 関係 を 構 成 して い るわ けで は ない こ とが あ き らか とな る。

3.家 屋(2100),服 飾(2300),身 体 変 工(2400)と の 関連

 頭上運搬と天秤棒が水平移動型の身体技法と,頭 部支持背負いと肩掛け運搬が垂直

移動型の身体技法 とそれぞれ関係 していることは,他 の文化項目とこれらの運鍛法と

の相関度からも,あ る程度うかがい しれる。

 まず家屋の構造から見れば,代 上家屋(高 床)(2107)は 出入 りに垂直移動を要 し,
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平土間家屋(2108)は 水平移動を基本とするといえる。そこで,上 記4種 の運搬法の

いずれかをおこなう諸民族が代上家屋を有する比率と,平 土間家屋を有する比率とを

比較すると,代 上家屋をもつ比率が最も高いのは肩掛け運搬(50民 族中,35民 族:70

%)の ケースで,つ いで頭部支持背負い(62民 族中,40民 族:65%)で ある。逆に平

土間家屋の比率が最も高いのは天秤棒運搬(39民 族中,24民 族:62%),つ いで頭上運

搬(48民 族中,26民 族:54%)で ある(表1)。 この意味で,頭 部支持背負いと肩掛け

運搬は垂直移動を機軸 として代上家屋と機能的に相関し,頭 上運搬と天秤棒は水平移

動を機軸として平土間家屋と相関 しているといえよう。

 同様の事実は,あ る程度,服 飾についてもいえる。とくに腰巻(2308)の ように,

布が大腿部に密着する類のものは垂直移動よりも水平移動により適 していると考えら

れるが,上 記4種 の運搬法のいずれかをおこなう民族群のなかでも,腰 巻使用の出現

率が最も高いのは頭上運搬(48民 族中,32民 族:67%)と 天秤棒(39民 族中,26民

族:67%)で あって,こ れもやはり,水 平移動を機軸として,機 能的な相関関係があ

ることを示すもの と解釈される(表1を 参照)。

 なお,そ の他の文化項目で,思 いがけず注目されたのは身体変工,と りわけ耳朶穿

孔(2402)と の関係である。上記4種 の運搬法のいずれかをおこなう諸民族における

耳朶穿孔の出現率はいずれも高いといえるが(表1参 照),こ れは運搬と直接関わる身

体の主要部位(頭,肩,背)に 近い耳朶への強い関心が共通 してあることとも関係が

あるかもしれない。さらに耳朶穿孔がとりわけ頭上運搬や天秤棒と相対的に,よ り強

い相関を示 しているのも注目される(表1を 参照)。 これは思弁の域を出ないが,こ れ

ら平衡感覚を要求される運搬法と,耳 に平衡器官がふくまれている生物学的事実とは

表1 家屋 ・服飾 ・身体変工 との相関

他の文化項目 頭上運搬 頭部支持背負い 天 秤 棒 肩 掛 け

(1601) (1602) (1603) (1604)
との関連 (N-48) (N-62) (N-39) (N-50)

桟上 家屋 29 40 24 35

(2107) (60%) (65%) (62%) (70%)

平土間家屋 26 26 24 17

(2108) (54%) (42%) (62%) (34%)

腰   巻 32 36 26 32

(2308) (67%) (58%) (67%) (64%)

耳朶 穿孔 36 如 28 33

(2402) (75%) (65%) (72%) (66%)

数字は,重 複する民族の例数(百 分率)を あ らわす。
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まった く無関係ともいえないのではなかろうか。

4.頭 上運搬 と天秤棒 の地理的分布

 上 述 した よ うに,天 秤 棒 を もちい る民族 の56 ｰoが 頭 上 運 搬 を,逆 に,頭 上運 撮 を有

す る民 族 の46 ｰoが 天 秤棒 を も ってい るか ら,ほ ぼ半 数 の 民 族 群 は これ ら二 つ の 運搬 法

を 併 用 し,残 りの 半 数 は,い ず れか一 方 の運 搬 法 しか 報 告 され て い ない とい う ことで

あ る。 そ こで頭 上 運 搬 の み の グル ー プ を③,頭 上運 搬 ・天 秤棒 併 用 グル ー プ を⑮,天

秤 棒 の み の グル ー プを ◎ と して,そ の 地 理 的 分布 を一 瞥 す る と,と くに オ セ ア ニ ア地

域 に大 きな特 徴 が 見 え て くる。 す な わ ち,メ ラネ シア ・ニ ュー ギ ニ ア地 域 で は@が 圧

倒 的 で あ るの にた い し,ポ リネ シァ で は◎ が支 配 的で あ る。 つ ま り,メ ラネ シア ・ニ

ュー ギ ニ ア地 域 の8民 族(Kilenge, Kaoka, Santa Cruz, Pentecost, Iwam, Nimo,

Buna, Dobu)が ③ で,ニ ュ0ギ ニ アの2民 族(Gidra, Trobriand)が ⑮ で,◎ に入

るの は,わ ず か に1例(メ ラネ シァ のOwa Raha)に す ぎ な い。 一 方,ポ リネ シァ

の7民 族(Hawaii, Tuamotu, Austral, Marquesas, Easter, Tongareva, Pukapuka)

は ◎ 群 を構 成 し,Uveaの1例 が⑤ に 入 る が,@の 存 在 は報告 され て い な い。 この 意

味 で,頭 上運 搬 中心 の メ ラネ シア型 と天 秤 棒 中心 の ポ リネ シア型 とい う大 ま か な構 図

が 浮 か び あが る。

 メ ラネ シア型 の③ 群 に は上 記8民 族 の ほか に東 南 ア ジァ大 陸 部 のMon, Lamet,フ

ィ リピ ン ・台 湾 地 域 のBukidnon, Kalinga, Yami, Tsou, Rukai, Saisiat,大 ス ンダ

列 島のToba Batak, Minangkabau, Iban(Sea Dayak),お よ び 小 ス ンダ列 島 ・モ

ル ッカ のEndeh, Lioが ふ くまれ る。

 一 方,ポ リネ シア型 の⑥ 群 に は,中 国南 部 の 湖 南Miao, Li,ア ッサ ム ・ビ ノレマ の

Cak(Chakpa), Shan, Palaung,イ ン ドシ ナ ・タ イ のCambodian,台 湾 のPuyuma

お よび ミク ロネ シアのPonapeを 経 て,上 述 の ポ リネ シ ァの7民 族 へ つ な が る ライ ン

と,大 ス ンダ 列 島 のSundaneseが ふ くまれ る 。

 中間 的 な⑮ 群 は,ア ッサ ム ・ビル マのBurmese,イ ン ドシナ ・タ イのVietnamese,

Tai Yuan,フ ィ リ ピン ・台 湾 のBontok Igorot, Tagalo9, Ami, Paiwan,ミ ク ロネ

シア のTruk,ポ リネ シァ のUvea,ニ ュー ギ ニ ア の 前 記2民 族,大 ス ンダ列 島 の

Javanese, Soutl:ern Tora(ija, Eastern Toradja, Bugis, Makassarese, Sumbanese,

Sasak, Wemaleか ら構 成 され る。

 以 上 か ら,地 理 上 の境 界 線 を引 くと,頭 上運 搬 中心 の@群 と して,台 湾 の多 数 の民
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族 か ら ミク ロ ネ シア のPalauを 経 由 して メ ラ ネ シァ ・ニ ュー ギ ニ ァへ とい う 連 続 ラ

イ ンが注 目され,ま た天 秤 棒 中心 の ◎ 群 と して,台 湾 のPuyumaか ら ミク1コネ シア

のPonapeを へ て ポ リネ シア につ な が る ライ ンが浮 上 す る。 ミク ロネ シア に 関 して

は,そ の 中間地 域(⑤)と して,Trukが 位 置 づ け られ る。 東 南 ア ジア 島嗅 部 に 関 し

て ぽ,③ また は⑮ が主 流 だ が,Sundaneseが 唯0◎ 群 に位 置づ け られ,興 味 深 い。

ま た◎ が圧 倒 的な ポ リネ シアで 唯一,⑤ に属 す るUveaの 位 置 も注 目され る。

5.木 権,輿,牛 車,つ り橋

 木 檎(1605),輿(1606),牛 車(1607)が 見 られ る民 族 は,水 稲 栽 培(1310)を お

こ な って い る場 合 が圧 倒 的 に 多 い。 木 櫨 が 報 告 され て い る6民 族 の う ちで,水 稲 栽

培 が 報 告 され て い な いの は ス マ トラ南 部 のOrang-Abungの1例 の みで あ り,輿 が

認 め られ る17民 族 の うちで,水 稲栽 培 の 認 め られ な い の は ア ッサ ム ・ビル マ 地 域 の

Palaungの1例 の みで あ る。 牛 車 を もつ25民 族 に つ いて も,そ の大 半 を 占 め る21民

族(84%)は 水 稲耕 作 を お こな って いて,こ れ ら3種 の運 搬 法 と水 稲 耕 作 との相 関 性

の 強 さ を示 して い る。

 個別 的 に見 る と,牛 車 の 分 布 は中 国南 部 か ら ア ッサ ム ・ビル マ,イ ン ドシナ ・タ イ,

大 ス ンダ ・小 ス ンダ 列 島 ・モル ッカ およ び フ ィ リピン ・台 湾地 域 に か けて ひ ろが って

い るが,マ ダ ガ ス カル を 除 いて,オ セ ア ニ ア地 域 に はそ の 存在 が報 告 され て お らず,

そ の 意 味 で東 南 ア ジ ア とオ セ ア ニ ァの一 つの 境 界 を 示 す 文 化 項 目と な って い る。

 木檎 に つ い て は 巨石 文 化 ・巨石 記 念 物(4212)と の 関 係 が注 目され て い るが[福 川

1985:46],実 際,木 櫨 を 有 す る6民 族 の う ち,巨 石 記 念 物 が 報告 され て い ない の は

台 湾 のPuyumaの1例 の み で あ って,両 文 化 項 目間 の 機 能 的相 関 性 が推 定 され る。

た だ し,今 回 の デ ータ に お いて もオ セ ア ニ アの 巨石 文 化 との 関係 につ い て は,Tonga,

Easter, Marquesasな ど で期 待 され た木 権 に関 す るデ ー タ が 空 白 も し くは 不十 分 なの

で,不 明の ま ま残 され る。 と こ ろで木 機 を有 す る6民 族 は す べ て奴 隷 制(3509)を も

つ 。 また1例(Orang-Abung)を の ぞい て,い ず れ も身 分 階 層(3502)を も ち,同 じ

く1例(マ ダ ガ ス ヵル のTanala)を の ぞ けば,い ず れ も 世 襲 的統 率 者(3503)を も

って い る。 換 言 す れ ば,6民 族 の す べ て が少 な くと も身 分 階 層 か世 襲 的指 導 者 の い ず

れ か を有 して い る こ とに な る。

 輿 は 基本 的に 貴 人 を 乗 せ るた めの 運 鍛 法 と考 え られ るが,実 際,輿 が 報 告 さ れて い

る17民 族 中,10民 族 は 宮廷(3501)を もち,12民 族 は世 襲 的統 率 者(3503)を もち,
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14民 族 は 身分 階 層(3502)を もつ。 つ ま り17民 族 中,宮 廷 も世 襲 的統 率 者 も身 分 階 層

も,い ず れ も もた な い の は 中 国南 部 のPaiと 湖 南Miaoの2例 に す ぎな い。 ちな み に

この2例 に つ い て は,「 生 活水 準 の 高 い者 の 伝統 的 な旅 行 法 」 とい う リップ ス(Lips,

J.E.)[1964]を 引用 した 福 川 の説 明が す で に あ る[福 川 1985:46]。

 と こ ろで輿 の あ る17民 族 中,13民 族(76%)が 天 秤 棒(1603)に よ る運 搬 を お こな

つて い る。 これ は運 搬 対 象 が 前者 は人,後 者 はモ ノ と い う差 異 が あ り,そ の重 心 の 位

置 も異 な るが,棒 を機 軸 と した水 平 移 動 とい う身 体技 法 上 の 共 通性 が あ る こ と と関係

が あ るか も しれ ない 。 また,こ れ ら17民 族 の うち,1例(台 湾 のPaiwan)を 除 くす

べ て が 単純 土葬(4101)を お こな って い る。 これ は埋 葬 対 象 の 運 搬 法 と関係 が あ るケ

ース が 推 定 され る。

 つ り橋 は,中 国 南 部 か らア ッサ ム ・ビルマ にか けて と,イ ン ドネ シァを 中心 と して

東 南 ア ジ ァ島 喚 部 に か け て ひ ろ く分 布 す る。 この つ り橋 に つ い て も,先 回の 報 告 で福

川 が グ レー プ ナ ー(Graebner, F.)の い う,ニ ュー ギニ ァ を 中心 とす る 弓文 化 の 特徴

の0つ と して の つ り橋 の意 義 につ い て言 及 して い るが[福 川 1985:47],今 回 の デ ー

タで は,ニ ュー ギ ニ ア の33民 族 か ら は,わ ず か に1例(Seltaman)の み につ り橋 の 存

在 が 報 告 され て い るに と どま って い る。
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